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第 21回千葉泌尿器科集談会まとめ
今回は，昨秋の佐原での開催に次ぐ第 2回目の大学外
開催で，木更津市内の某ホテ Jレで、行なわれた。設営その
ほかに多大のご努力を賜わった君津中央病院ならびに地
元医師会の方々に厚く御礼申し上げる。当日は秋の好天
で， かつ国体の開会日に当った(昭和 48年 9月9日)
故でもあるまいが，参会者はやや少なかったが，発表さ
れた演題はかなり密度の濃いものが多く楽しかった。以
下簡単に概要を紹介したい。
成田日赤(医長・真鍋簿)から脇坂らが正常尿道を有
する尿道上裂の l例と題する稀有症例を発表した。 16才
男子例で，副の尿道が陰茎の背面に耳仕骨下に至る盲管と
して存在するもので，本邦文献第 2例目とのこと。副尿
道とすべきか尿道上裂とすべきかについて議論された
が， Campbellの成書にもここの記載は不明確で，演者
らが検討の上，明確な形で原著として教えてほしいと思
った。続いて国立習志野(医長・梶本伸一)の大塚らが 
16才男子の先天性尿道憩室の手術治験を報告した。後天
性と異り尿道球部附近の発生であった。第 3席に国立千
葉から石川尭夫(医長)が 42才女子の後腹膜奇形腫劇
出例を述べた。 3500gの腫癌を別除して水腎症を著しく
軽快させていたが，本症が果して良性か否かについては
常に議論のある所で詳細な検討と共に予後の追究が望ま
れる。再び成田日赤から真鍋らが行なった経尿道的尿管
拡張術が報告された。子宮頚癌の 2例に施行したもので
あるが，新しい手技を積極的に消化して行く努力に敬意
を表する。ただしこの法の絶対的適応は意外に少ないの
ではないかとの疑問が投ぜられた。旭中央からは田村欣
一医長らから 1968年 8月以降本年 7月までの 5年間960
例の手術例中 40例の勝目光腫蕩治験統計が述べられた。
ここでは廻腸導管法の折の採尿器に国産のよいものがな
いことが嘆かれた。日本の医療の大きな欠点であろう。
千葉大教室から副腎の診断について 2題出された。一つ
は吉田らの述べた選択的副腎動脈撮影，ほかは中田らに
よる副腎スキャンである。吉田は日本人副腎血管につい
て論じ，次いで動脈レ線像の解析，薬物注入による生体
の反応に触れ，その診断的価値大なりとし，中田らはス
キャンにより腫療の内分泌活性状態，所在不明の副副腎
の探求などへの応用を述べ， 興味深かった。千葉労災
(医長・並木徳重郎)からは伊藤(弘) らが勝脱筋電
図について発表した。この方面の研究は現在まで満足な
ものがなかったが，この所，教室北村らの方法と並んで
別個にすぐれた方法を考按，精力的に追究している同君
らの努力に感銘した。まだ緒についたばかりらしいが，
今後の発展を期待する。続いて教室から伊藤(晴)らが
最近施行しているフィプリン凝固腎孟切石術について述
べた。上部尿路，ことに腎結石が結石残誼などにより仮
性再発を来すことを何とか防がんとするもので，すでに
十数年前一度とり上げられながら，何故か今日まで余り
顧みられなかった方法である。この方法もまだ予後を論
ずるほどの多数症例ではないので今後に期待したい。最
後に教室三橋が本年 7月オランダのアムステルダムで聞
かれた第 16回国際泌尿器科学会に出席した時の模様に
ついて説明，かっその後訪れたホンブルグ大学やロンド
ン病院などの視察談をなして終了した。
その後，昼食懇親会が催うされ，再会を約して散会し
た。(三橋慎一)
